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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　画像を撮影する撮影部と、
　記憶部と、
　加速度および角加速度を測定可能な加速度センサと、
　所定の加速度および角加速度が付与されると前記撮影部によって第１の画像を撮影させ
る制御部と、を有し、
　前記制御部は、
　前記表示部の表示状態において撮影した前記第１の画像と、前記記憶部に予め記憶され
た利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前記第２の画像とに共通す
る箇所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非表示状態にする携帯電子機器。
【請求項２】
　前記所定の加速度および角加速度は、利用者の所定のジェスチャによって発生する加速
度および角加速度である請求項１に記載の携帯電子機器。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１の画像の撮影後に前記撮影部を停止させる請求項１または２に
記載の携帯電子機器。
【請求項４】
　表示部と、撮影部と、記憶部と、加速度センサとを有する携帯電子機器の制御方法であ
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って、
　前記加速度センサによって加速度および角加速度を測定するステップと、
　所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によって第１の画像を撮影
するステップと、
　前記表示部の表示状態において撮影した前記第１の画像と、前記記憶部に予め記憶され
た利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前記第２の画像とに共通す
る箇所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非表示状態にするステップと、
　を含む制御方法。
【請求項５】
　表示部と、撮影部と、記憶部と、加速度センサとを有する携帯電子機器に、
　前記加速度センサによって加速度および角加速度を測定するステップと、
　所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によって第１の画像を撮影
するステップと、
　前記表示部の表示状態において撮影した前記第１の画像と、前記記憶部に予め記憶され
た利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前記第２の画像とに共通す
る箇所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非表示状態にするステップと、
　を実行させる制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、携帯電子機器、制御方法および制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、スマートフォンなどの携帯電子機器には、不使用時に、ディスプレイを表示
状態にするバックライトを消灯させる制御を行うものがある（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３５７６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の携帯電子機器には、表示状態と非表示状態とを切り替える制御に改善の余地があ
った。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの態様に係る携帯電子機器は、表示部と、画像を撮影する撮影部と、記憶部と、加
速度および角加速度を測定可能な加速度センサと、所定の加速度および角加速度が付与さ
れると前記撮影部によって第１の画像を撮影させる制御部と、を有し、前記制御部は、前
記表示部の非表示状態において撮影した前記第１の画像と、前記記憶部に予め記憶された
利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前記第２の画像とに共通する
箇所があれば、前記表示部を前記非表示状態から表示状態にする。
【０００６】
　１つの態様に係る携帯電子機器は、表示部と、画像を撮影する撮影部と、記憶部と、加
速度および角加速度を測定可能な加速度センサと、所定の加速度および角加速度が付与さ
れると前記撮影部によって第１の画像を撮影させる制御部と、を有し、前記制御部は、前
記表示部の表示状態において撮影した前記第１の画像と、前記記憶部に予め記憶された利
用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前記第２の画像とに共通する箇
所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非表示状態にする。
【０００７】
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　１つの態様に係る制御方法は、表示部と、撮影部と、記憶部と、加速度センサとを有す
る携帯電子機器の制御方法であって、前記加速度センサによって加速度および角加速度を
測定するステップと、所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によっ
て第１の画像を撮影するステップと、前記表示部の非表示状態において撮影した前記第１
の画像と、前記記憶部に予め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第
１の画像と前記第２の画像とに共通する箇所があれば、前記表示部を前記非表示状態から
表示状態にするステップと、を含む。
【０００８】
　１つの態様に係る制御方法は、表示部と、撮影部と、記憶部と、加速度センサとを有す
る携帯電子機器の制御方法であって、前記加速度センサによって加速度および角加速度を
測定するステップと、所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によっ
て第１の画像を撮影するステップと、前記表示部の表示状態において撮影した前記第１の
画像と、前記記憶部に予め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１
の画像と前記第２の画像とに共通する箇所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非
表示状態にするステップと、を含む。
【０００９】
　１つの態様に係る制御プログラムは、表示部と、撮影部と、記憶部と加速度センサとを
有する携帯電子機器に、前記加速度センサによって加速度および角加速度を測定するステ
ップと、所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によって第１の画像
を撮影するステップと、前記表示部の非表示状態において撮影した前記第１の画像と、前
記記憶部に予め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前
記第２の画像とに共通する箇所があれば、前記表示部を前記非表示状態から表示状態にす
るステップと、を実行させる。
【００１０】
　１つの態様に係る制御プログラムは、表示部と、撮影部と、記憶部と、加速度センサと
を有する携帯電子機器に、前記加速度センサによって加速度および角加速度を測定するス
テップと、所定の加速度および角加速度が付与された場合に前記撮影部によって第１の画
像を撮影するステップと、前記表示部の表示状態において撮影した前記第１の画像と、前
記記憶部に予め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較し、前記第１の画像と前
記第２の画像とに共通する箇所がなければ、前記表示部を前記表示状態から非表示状態に
するステップと、を実行させる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、携帯電子機器の例を示す正面図である。
【図２】図２は、携帯電子機器の例を示すブロック図である。
【図３】図３は、携帯電子機器の非表示状態における表示制御の例を示す図である。
【図４】図４は、携帯電子機器の表示状態における表示制御の例を示す図である。
【図５】図５は、携帯電子機器の非表示状態における制御の例を示すフローチャートであ
る。
【図６】図６は、携帯電子機器の表示状態における制御の例を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本出願に係る携帯電子機器を実施するための複数の実施形態を、図面を参照しつつ詳細
に説明する。携帯電子機器には、例えば、スマートウォッチ、スマートフォン、フィーチ
ャーフォン、タブレット、携帯型パソコン、デジタルカメラ、ヘッドマウントディスプレ
イ、メディアプレイヤ、電子書籍リーダ、ナビゲータ、及びゲーム機を含むが、これに限
定されない。
【００１３】
　以下の説明では、携帯電子機器は、スマートウォッチである場合を例として説明する。
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以下の説明においては、同様の構成要素に同一の符号を付すことがある。さらに、重複す
る説明は、省略することがある。
【００１４】
　図１は、携帯電子機器の例を示す正面図である。図１に示す携帯電子機器１は、本体部
２０と、台座部４０とを有する。本体部２０は、主面２１を有する。本体部２０は、表示
部２と、撮影部１２とを主面２１に有する。以下の説明では、携帯電子機器１は、台座部
４０をリストバンド５０に固定することによって、利用者の手首に装着される例について
説明するが、これに限定されない。
【００１５】
　図２は、携帯電子機器１の例を示すブロック図である。図２に示す携帯電子機器１は、
表示部２と、操作部３と、通信部６と、レシーバ７と、マイク８と、記憶部９と、制御部
１０と、スピーカ１１と、撮影部１２と、加速度センサ１５とを有する。
【００１６】
　表示部２は、表示パネルを含む。表示パネルは、液晶ディスプレイ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機ＥＬディスプレイ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等を含む。表示部２は、制御部１０
から入力される信号に応じて情報を表示できる。表示される情報は、文字、図形、画像等
を含む。
【００１７】
　表示部２は、主面２１の周縁に沿った方形の形状を有する。表示部２は、表示状態と、
非表示状態とを有する。表示状態は、例えば、利用者が表示部２の表示内容を視認可能な
状態とすることができる。これに対し、非表示状態は、例えば、利用者が表示部２の表示
内容を視認不能な状態とすることができる。表示部２は、例えば、表示部２を点灯させる
バックライトを有してもよい。この場合、表示状態は、例えば、バックライトの点灯状態
とすることができる。これに対し、非表示状態は、例えば、バックライトの消灯状態とす
ることができる。
【００１８】
　表示部２は、タッチスクリーンを有する。表示部２は、指、スタイラス、ペン等の各種
物体の接触を検出する機能を有する。携帯電子機器１は、表示部２が検出する接触に基づ
いて、表示部２に表示されている画面に関する利用者の操作を判定する。
【００１９】
　操作部３は、複数のデバイスを含む。複数のデバイスは、利用者の操作を受け付けるこ
とができる。複数のデバイスは、例えば、キー、ボタン、タッチスクリーン等を含む。操
作部３は、受け付けた操作に応じた信号を制御部１０へ入力できる。
【００２０】
　通信部６は、無線により通信できる。通信部６は、無線通信規格の少なくとも１つをサ
ポートしてもよい。無線通信規格は、例えば、２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ等のセルラーフォンの通
信規格がある。セルラーフォンの通信規格は、例えば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅ
ｖｏｌｕｔｉｏｎ）、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＣＤＭＡ２０００（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　２０００）、ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎ
ｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）等を含む。無線通信規格として、さらに、例えば、Ｗ
ｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒ
ｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ＤＥＣＴ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃｏｒｄ
ｌｅｓｓ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、Ｚ－Ｗａｖｅ、Ｗｉ－Ｓｕｎ（Ｗ
ｉｒｅｌｅｓｓ　Ｓｍａｒｔ　Ｕｔｉｌｉｔｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒ
ａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏ
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ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）等を含む。通信部６は、ＷｉＦｉ（登録商標）により近距離無
線通信を行うこともできる。近距離無線通信の規格には、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＩＥＥ
Ｅは、Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ，　Ｉｎｃ．の略称である）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、ＤＥＣＴ、Ｚ－Ｗａｖｅ、Ｗｉ－Ｓｕｎ等が含まれる。
【００２１】
　レシーバ７及びスピーカ１１は、音を出力する出力部の１つの例である。レシーバ７及
びスピーカ１１は、制御部１０から入力される音信号を音として出力できる。レシーバ７
は、例えば、通話時に相手の声を出力するために用いてもよい。スピーカ１１は、例えば
、着信音及び音楽を出力するために用いてもよい。レシーバ７及びスピーカ１１の一方が
、他方の機能を兼ねてもよい。マイク８は、音を入力する入力部である。マイク８は、利
用者の音声等を音信号へ変換して制御部１０へ入力できる。
【００２２】
　記憶部９は、プログラム及びデータを記憶できる。記憶部９は、制御部１０の処理結果
を一時的に記憶する作業領域としても利用してもよい。記憶部９は、記憶媒体を含む。記
憶媒体は、半導体記憶媒体、及び磁気記憶媒体等の任意の非一過的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓ
ｉｔｏｒｙ）な記憶媒体を含んでよい。記憶部９は、複数の種類の記憶媒体を含んでよい
。記憶部９は、メモリカード、光ディスク、又は光磁気ディスク等の可搬の記憶媒体と、
記憶媒体の読み取り装置との組み合わせを含んでよい。記憶部９は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の一時的な記憶領域として利用される記憶デバイス
を含んでよい。
【００２３】
　記憶部９は、例えば、制御プログラム９ａ、第２の画像データ９ｂ、加速度データ９ｃ
、及び設定データ９ｚを記憶できる。制御プログラム９ａは、携帯電子機器１を稼働させ
るための各種制御に関する機能を提供できる。第２の画像データ９ｂは、携帯電子機器１
の利用者の顔を示す画像の情報を含む。加速度データ９ｃは、携帯電子機器１に作用する
加速度および角加速度に関する情報を含む。加速度は、例えば、自機に対する所定時間内
の速度の変化の割合を示す。角加速度は、例えば、自機に対する所定時間内の回転におけ
る速度変化を示す。設定データ９ｚは、携帯電子機器１の動作に関する各種の設定に関す
る情報を含む。記憶部９は、撮影部１２によって撮影した第１の画像を記憶できる。
【００２４】
　制御プログラム９ａが提供する機能は、例えば、表示部２、通信部６、撮影部１２等の
制御を含む。制御プログラム９ａが提供する機能は、例えば、撮影部１２で撮影した画像
を解析する機能を含む。制御プログラム９ａが提供する機能は、例えば、利用者のジェス
チャを検出する機能を含む。利用者のジェスチャについては、後述する。制御プログラム
９ａが提供する機能は、他のプログラムが提供する機能と組み合わせて利用してもよい。
【００２５】
　第２の画像データ９ｂは、予め登録された利用者の顔を示す第２の画像の情報を含む。
ここで利用者とは、例えば、携帯電子機器１の所有者、携帯電子機器１の利用が許可され
た人物等を含む。
【００２６】
　加速度データ９ｃには、加速度センサ１５の測定結果として送信されてくる複数の加速
度情報が時系列的に記憶される。加速度情報は、時間と、加速度および角加速度の値とい
った項目を含む。時間は、加速度センサ１５によって加速度および角加速度を測定した時
間を示す。加速度の値は、加速度センサ１５によって測定した加速度および角加速度の値
を示す。
【００２７】
　設定データ９ｚは、例えば、予め登録された所定のジェスチャによって発生した加速度
および角加速度のパターン、変化等の情報を含む。なお、ジェスチャを予め登録するには
、利用者は携帯電子機器１を登録モードにしてから所定のジェスチャを行い、所定のジェ
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スチャによって発生した加速度および角加速度のパターン、変化等を記憶部９に記憶させ
ればよい。さらに利用者は、利用者の様々な姿勢における携帯電子機器１に対する所定の
ジェスチャを、記憶部９に複数登録させておくことがより好ましい。これは利用者が、歩
行している場合、座っている場合、仰向けに寝ている場合、うつ伏せに寝ている場合、自
動車を運転している場合等、状況によって、発生する加速度および角加速度のパターン、
変化等が異なってくるからである。
【００２８】
　制御部１０は、演算処理装置を含む。演算処理装置は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＳｏＣ（Ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ａ－Ｃｈｉｐ）
、ＭＣＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）、及びＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒ
ｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）を含むが、これらに限定されない。Ｓｏ
Ｃは、通信部６等の他の構成要素が統合されていてもよい。制御部１０は、携帯電子機器
１の動作を統括的に制御できる。各種の機能は、制御部１０の制御に基づいて実現される
。
【００２９】
　具体的には、制御部１０は、記憶部９に記憶されているプログラムに含まれる命令を実
行できる。制御部１０は、記憶部９に記憶されているデータを必要に応じて参照できる。
制御部１０は、データ及び命令に応じて機能部を制御する。制御部１０は、機能部を制御
することによって、各種機能を実現する。機能部は、例えば、表示部２、通信部６、レシ
ーバ７、及びスピーカ１１を含むが、これらに限定されない。制御部１０は、検出部の検
出結果に応じて、制御を変更することができる。検出部は、例えば、操作部３、通信部６
、マイク８、及び加速度センサ１５を含むが、これらに限定されない。
【００３０】
　撮影部１２は、主面２１からの撮影が可能なように設けられる。撮影部１２は、撮影範
囲内の画像を電子的に撮影できる。撮影範囲は、本体部２０の主面２１側の空間を含む。
携帯電子機器１は、撮影した画像を第１の画像として取得できる。取得された第１の画像
は、静止画または動画として記憶部９に記憶することができる。
【００３１】
　加速度センサ１５は、携帯電子機器１に働く加速度の方向及び大きさを検出できる。加
速度センサ１５は、携帯電子機器１の角加速度を検出できる。加速度センサ１５の検出結
果は、携帯電子機器１の位置及び姿勢の変化を検出するために利用できる。本実施形態で
は、加速度センサ１５は、加速度及び角加速度が検出可能である場合について説明するが
、これに限定されない。例えば、携帯電子機器１は、角加速度の検出にジャイロスコープ
を用いてもよい。
【００３２】
　携帯電子機器１は、加速度センサ１５を用いることにより、利用者のジェスチャに対応
した加速度および角加速度等のパターンを取得することができる。制御部１０は、制御プ
ログラム９ａを実行することで、加速度センサ１５によって検出された加速度および角加
速度に基づいて利用者のジェスチャを検出できる。例えば、利用者のジェスチャを検出す
るにあたり、制御部１０は、各種ジェスチャに対応した加速度および角加速度のパターン
のデータを用いる。制御部１０は、加速度センサ１５から取得した検出結果を示す加速度
データ９ｃと、設定データ９ｚの加速度および角加速度パターンとを照らし合わせて、一
致した加速度および角加速度パターンに対応付けられたジェスチャを、利用者のジェスチ
ャとして検出する。なお、パターンの一致とは、完全に一致している場合、所定の割合で
一致している場合を含む。制御部１０は、検出した利用者のジェスチャを示す情報を記憶
部９に記憶する。
【００３３】
　携帯電子機器１により実行される表示部２の表示制御の一例について説明する。
【００３４】
　携帯電子機器１は、例えば、利用者によって操作されない時間が所定時間継続すると、
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表示部２を表示状態から非表示状態に自動で遷移させることができる。携帯電子機器１は
、例えば、利用者によって所定の操作部３が操作されると、表示部２を表示状態から非表
示状態に自動で遷移させることができる。携帯電子機器１は、表示部２を非表示状態とす
ることで、表示部２の表示状態のときよりも省電力とすることができる。
【００３５】
　携帯電子機器１は、表示部２を非表示状態にしている場合、自機に対する利用者の操作
を検出すると、表示部２を非表示状態から表示状態に遷移させることができる。その結果
、利用者は、表示部２の表示内容を視認することができる。利用者は、携帯電子機器１を
操作することができる。
【００３６】
　利用者は、携帯電子機器１を手首に装着している場合、携帯電子機器１の利用を再開す
るために、第１のジェスチャを行う可能性が高い。第１のジェスチャは、例えば、利用者
が腕を捻って、主面２１の表示部２を利用者の顔に向けるジェスチャを含む。第１のジェ
スチャは、例えば、主面２１の表示部２を利用者の顔に近付けるように、利用者が腕を振
り上げるジェスチャを含む。
【００３７】
　携帯電子機器１は、表示部２を非表示状態としている場合、第１のジェスチャを検出す
ることで、利用者が自機の利用を再開しようとしていると判定することができる。
【００３８】
　利用者が第１のジェスチャを行った場合、利用者の顔は、携帯電子機器１の撮影部１２
の撮影領域に位置している可能性が高い。携帯電子機器１は、第１のジェスチャを検出し
た場合に、撮影部１２に撮影領域を自動で撮影させることで、利用者の顔を含む第１の画
像を得られる可能性が高い。
【００３９】
　携帯電子機器１は、表示部２の非表示状態において撮影した第１の画像と、記憶部９に
予め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較する。携帯電子機器１は、第１の画
像と第２の画像とに共通する顔の箇所があれば、撮影した人物が自機の利用者であると判
定することができる。携帯電子機器１は、利用者であると判定すると、表示部２を非表示
状態から表示状態にすることができる。その結果、利用者は、第１のジェスチャを行うだ
けで、表示部２、操作部３等に対する操作を行うことなく、表示部２を非表示状態から表
示状態へ遷移させることができる。
【００４０】
　例えば、従来の携帯電子機器１をカバンに入れた場合、携帯電子機器１は、タッチスク
リーンへの不特定の接触を誤検出することがある。そのため、携帯電子機器１は、非表示
状態におけるタッチスクリーンへの接触をトリガーとして表示状態へ遷移させると、利用
されないにも係わらず、表示状態に切り替わり、電力が無駄に消費される場合がある。本
発明の携帯電子機器１は、非表示状態において、利用者による第１のジェスチャを検出し
、その後、利用者の顔認証が成立した場合に、表示制御を行うことにより、表示部２の誤
制御を抑制して節電を行うことができる。
【００４１】
　携帯電子機器１は、第１の画像と第２の画像とに共通する顔の箇所がなければ、表示部
２の非表示状態を維持させることができる。例えば、携帯電子機器１は、第１の画像と第
２の画像とに共通する顔の箇所がなければ、表示部２を非表示状態から表示状態に移行さ
せ、表示部２に認証画面を表示させてもよい。
【００４２】
　利用者は、携帯電子機器１を手首に装着している場合、携帯電子機器１の利用を終了す
ると、第２のジェスチャを行う可能性が高い。第２のジェスチャは、例えば、利用者が腕
を捻って、主面２１の表示部２を利用者の顔から背けるジェスチャを含む。第２のジェス
チャは、例えば、主面２１の表示部２を利用者の顔から遠ざけるように、利用者が腕を振
り下ろすジェスチャを含む。
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【００４３】
　携帯電子機器１は、表示部２を表示状態にしている場合、第２のジェスチャを検出する
ことで、利用者が自機の利用を終了したと判定することができる。
【００４４】
　利用者が第２のジェスチャを行った場合、利用者の顔は、携帯電子機器１の撮影部１２
の撮影領域に位置していない可能性が高い。携帯電子機器１は、第２のジェスチャを検出
した場合に、撮影部１２に撮影領域を自動で撮影させることで、利用者の顔を含まない第
１の画像を得られる可能性が高い。
【００４５】
　携帯電子機器１は、表示部２の表示状態において撮影した第１の画像と、記憶部９に予
め記憶された利用者の顔を示す第２の画像とを比較する。携帯電子機器１は、第１の画像
と第２の画像とに共通する顔の箇所がなければ、利用者が利用を止めようとしている可能
性が高いと判定することができる。携帯電子機器１は、利用を止めようとしていると判定
すると、表示部２を表示状態から非表示状態にすることができる。その結果、利用者は、
第２のジェスチャを行うだけで、表示部２、操作部３に対する操作を行うことなく、表示
部２を表示状態から非表示状態へ遷移させることができる。携帯電子機器１は、利用者に
よる第２のジェスチャを検出し、その後、利用者の顔認証が成立しなかった場合に、表示
制御を行うことにより、表示部２を速やかに非表示状態にして節電することができる。
【００４６】
　図３および図４を参照しながら、携帯電子機器１により実行される表示部２の制御の例
について説明する。図３は、携帯電子機器１の非表示状態における表示制御の例を示す図
である。図４は、携帯電子機器１の表示状態における表示制御の例を示す図である。
【００４７】
　以下の説明では、所定のジェスチャは、第１のジェスチャと第２のジェスチャとを含む
場合について説明する。第１のジェスチャは、利用者が自機の利用を再開するためのジェ
スチャとすることができる。第１のジェスチャは、例えば、表示部２が非表示状態の場合
に、利用者が腕を振り上げるジェスチャとすることができる。第２のジェスチャは、利用
者が自機の利用を終了するためのジェスチャとすることができる。第２のジェスチャは、
例えば、表示部２が表示状態の場合に、利用者が腕を振り下げるジェスチャとすることが
できる。
【００４８】
　図３に示すステップＳ１１では、利用者は、携帯電子機器１を手首に装着した状態で歩
行している。ステップＳ１１として、携帯電子機器１は、表示部２の非表示状態を維持し
ている。ステップＳ１２では、利用者は、携帯電子機器１を利用するために、携帯電子機
器１を装着した腕を振り上げる第１のジェスチャを行っている。具体的には、利用者は、
腕を振り上げることにより、携帯電子機器１の主面２１を顔に向けて近付けている。
【００４９】
　ステップＳ１２として、携帯電子機器１は、表示部２の非表示状態を維持している。携
帯電子機器１は、第１のジェスチャによって発生した所定の加速度および角加速度のパタ
ーンを加速度センサ１５によって検出する。携帯電子機器１は、所定の加速度および角加
速度のパターンを検出すると、表示部２の非表示状態を維持した状態で、撮影部１２によ
って自動的に第１の画像を撮影する。携帯電子機器１は、撮影した第１の画像と、記憶部
９の第２の画像データ９ｂが示す第２の画像とを比較して顔認証を行う。
【００５０】
　ステップＳ１３として、携帯電子機器１は、第１の画像と第２の画像とに共通する顔の
箇所があった場合、すなわち、顔認証が成立した場合、表示部２を非表示状態から表示状
態にする。これにより、携帯電子機器１は、表示部２における表示内容を利用者から視認
可能とすることができる。
【００５１】
　図４に示すステップＳ２１では、利用者は、携帯電子機器１を手首に装着した状態で歩
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行しながら、携帯電子機器１を視認している。ステップＳ２１として、携帯電子機器１は
、表示部２の表示状態を維持している。ステップＳ２２では、利用者は、携帯電子機器１
の利用が終了すると、携帯電子機器１を装着した腕を振り下ろす第２のジェスチャを行っ
ている。具体的には、利用者は、腕を振り下ろすことにより、携帯電子機器１を顔から遠
ざけている。
【００５２】
　ステップＳ２２として、携帯電子機器１は、表示部２の表示状態を維持している。携帯
電子機器１は、第２のジェスチャによって発生した所定の加速度および角加速度のパター
ンを加速度センサ１５によって検出する。携帯電子機器１は、所定の加速度および角加速
度のパターンを検出すると、表示部２の表示状態を維持した状態で、撮影部１２によって
自動的に第１の画像を撮影する。携帯電子機器１は、撮影した第１の画像と、記憶部９の
第２の画像データ９ｂが示す第２の画像とを比較する。
【００５３】
　ステップＳ２３では、利用者は、携帯電子機器１を視認せずに歩行している。ステップ
Ｓ２３として、携帯電子機器１は、第１の画像と第２の画像とに共通する顔の箇所がなけ
れば、表示部２を表示状態から非表示状態にする。すなわち、携帯電子機器１は、第１の
画像に利用者の顔が含まれていなければ、表示部２を表示状態から非表示状態にする。こ
れにより、携帯電子機器１は、表示部２における表示内容を視認不能とすることができる
。
【００５４】
　図５を参照しながら、表示部２が非表示状態における携帯電子機器１の制御の例につい
て説明する。図５は、携帯電子機器１の非表示状態における制御の例を示すフローチャー
トである。図５に示す処理手順は、表示部２が非表示状態の場合に、制御部１０が制御プ
ログラム９ａを実行することによって実現される。
【００５５】
　携帯電子機器１の制御部１０は、ステップＳ１０１として、表示部２が非表示状態であ
るかを判定する。例えば、制御部１０は、表示部２を表示させていない場合に、表示部２
が非表示状態であると判定する。制御部１０は、表示部２が非表示状態ではないと判定し
た場合（ステップＳ１０１でＮｏ）、図５に示す処理手順を終了させる。すなわち、制御
部１０は、例えば、利用者の操作等によって表示部２が非表示状態から表示状態へ切り替
わった場合、図５に示す処理手順を終了させる。
【００５６】
　制御部１０は、表示部２が非表示状態であると判定した場合（ステップＳ１０１でＹｅ
ｓ）、処理をステップＳ１０２に進める。制御部１０は、ステップＳ１０２として、腕を
振り上げるジェスチャを検出したかを判定する。例えば、制御部１０は、第１のジェスチ
ャに対応した所定の加速度および角加速度のパターンを検出した場合に、腕を振り上げる
ジェスチャを検出したと判定する。制御部１０は、腕を振り上げるジェスチャを検出して
いないと判定した場合（ステップＳ１０２でＮｏ）、処理を既に説明したステップＳ１０
１に戻す。
【００５７】
　制御部１０は、腕を振り上げるジェスチャを検出したと判定した場合（ステップＳ１０
２でＹｅｓ）、処理をステップＳ１０３に進める。制御部１０は、ステップＳ１０３とし
て、撮影部１２を起動させる。撮影部１２が起動すると、制御部１０は、ステップＳ１０
４として、撮影部１２によって第１の画像を撮影させ、当該第１の画像を記憶部９に記憶
する。制御部１０は、ステップＳ１０５として、撮影部１２を停止させる。
【００５８】
　制御部１０は、ステップＳ１０６として、第１の画像と第２の画像とを比較し、比較結
果を記憶部９に記憶する。例えば、制御部１０は、第１の画像が予め記憶された利用者の
顔を示す第２の画像の少なくとも一部を含む場合に、顔認証が成立したことを示す比較結
果を記憶部９に記憶する。
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【００５９】
　制御部１０は、ステップＳ１０７として、記憶部９に記憶している比較結果に基づいて
、第１の画像から利用者の顔を検出したかを判定する。制御部１０は、第１の画像から利
用者の顔を検出していないと判定した場合（ステップＳ１０７でＮｏ）、処理を既に説明
したステップＳ１０１に戻す。制御部１０は、第１の画像から利用者の顔を検出したと判
定した場合（ステップＳ１０７でＹｅｓ）、処理をステップＳ１０８に進める。
【００６０】
　制御部１０は、ステップＳ１０８として、表示部２を非表示状態から表示状態へ移行さ
せる。制御部１０は、表示部２を表示状態へ移行させると、図５に示す処理手順を終了さ
せる。
【００６１】
　図６を参照しながら、表示部２が表示状態における携帯電子機器１の制御の例について
説明する。図６は、携帯電子機器１の表示状態における制御の例を示すフローチャートで
ある。図６に示す処理手順は、表示部２が表示状態の場合に、制御部１０が制御プログラ
ム９ａを実行することによって実現される。
【００６２】
　携帯電子機器１の制御部１０は、ステップＳ２０１として、表示部２が表示状態である
かを判定する。例えば、制御部１０は、表示部２を表示させている場合に、表示部２が表
示状態であると判定する。制御部１０は、表示部２が表示状態ではないと判定した場合（
ステップＳ２０１でＮｏ）、図６に示す処理手順を終了させる。すなわち、制御部１０は
、例えば、利用者の操作等によって表示部２が表示状態から非表示状態へ切り替わった場
合、図６に示す処理手順を終了させる。
【００６３】
　制御部１０は、表示部２が表示状態であると判定した場合（ステップＳ２０１でＹｅｓ
）、処理をステップＳ２０２に進める。制御部１０は、ステップＳ２０２として、腕を振
り下げるジェスチャを検出したかを判定する。例えば、制御部１０は、第２のジェスチャ
に対応した所定の加速度および角加速度のパターンを検出した場合に、腕を振り下げるジ
ェスチャを検出したと判定する。制御部１０は、腕を振り下げるジェスチャを検出してい
ないと判定した場合（ステップＳ２０２でＮｏ）、処理を既に説明したステップＳ２０１
に戻す。
【００６４】
　制御部１０は、腕を振り下げるジェスチャを検出したと判定した場合（ステップＳ２０
２でＹｅｓ）、処理をステップＳ２０３に進める。制御部１０は、ステップＳ２０３とし
て、撮影部１２を起動させる。撮影部１２が起動すると、制御部１０は、ステップＳ２０
４として、撮影部１２によって第１の画像を撮影させ、当該第１の画像を記憶部９に記憶
する。制御部１０は、ステップＳ２０５として、撮影部１２を停止させる。
【００６５】
　制御部１０は、ステップＳ２０６として、第１の画像と第２の画像とを比較し、比較結
果を記憶部９に記憶する。例えば、制御部１０は、第１の画像が予め記憶された利用者の
顔を示す第２の画像の少なくとも一部を含む場合に、顔認証が成立したことを示す比較結
果を記憶部９に記憶する。
【００６６】
　制御部１０は、ステップＳ２０７として、記憶部９に記憶している比較結果に基づいて
、第１の画像から利用者の顔を検出したかを判定する。制御部１０は、第１の画像から利
用者の顔を検出したと判定した場合（ステップＳ２０７でＹｅｓ）、処理を既に説明した
ステップＳ２０１に戻す。制御部１０は、第１の画像から利用者の顔を検出していないと
判定した場合（ステップＳ２０７でＮｏ）、処理をステップＳ２０８に進める。
【００６７】
　制御部１０は、ステップＳ２０８として、表示部２を表示状態から非表示状態へ移行さ
せる。制御部１０は、表示部２を非表示状態へ移行させると、図６に示す処理手順を終了
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【００６８】
　上記の図５および図６に示す処理手順では、制御部１０は、表示部２の非表示状態にお
いて所定の加速度および角加速度が付与された場合に撮影部１２を起動させ、第１の画像
の撮影後に撮影部２を停止させる場合について説明したが、これに限定されない。例えば
、制御部１０は、表示部２の非表示状態の場合、撮影部１２を待機状態としておき、第１
の画像の撮影後に撮影部１２を停止させてもよい。
【００６９】
　本出願の開示する実施形態は、発明の要旨及び範囲を逸脱しない範囲で変更することが
できる。さらに、本出願の開示する実施形態及びその変形例は、適宜組み合わせることが
できる。例えば、上記の実施形態は、以下のように変形してもよい。
【００７０】
　例えば、図２に示した各ブロックは、複数のモジュールに分割されていてもよいし、他
のブロックと結合されていてもよい。
【００７１】
　上記の実施形態では、携帯電子機器１は、所定のジェスチャが第１のジェスチャと第２
のジェスチャとを含む場合について説明したが、これに限定されない。例えば、携帯電子
機器１は、所定のジェスチャを第１のジェスチャまたは第２のジェスチャとしてもよい。
すなわち、携帯電子機器１は、表示部２の非表示状態から表示状態への遷移のみを第１の
ジェスチャの検出に応じて制御してもよい。
【００７２】
　上記の実施形態では、携帯電子機器１は、腕に装着される場合について説明したが、こ
れに限定されない。携帯電子機器１は、利用者の手で持たれた場合にも、表示部２の表示
制御を行うことができる。例えば、携帯電子機器１は、表示部２が非表示状態において、
自機が持ち上げられる所定のジェスチャを検出した場合に、表示部２を表示状態へ遷移さ
せてもよい。
【００７３】
　添付の請求項に係る技術を完全かつ明瞭に開示するために特徴的な実施形態に関し記載
してきた。しかし、添付の請求項は、上記実施形態に限定されるべきものでなく、本明細
書に示した基礎的事項の範囲内で当該技術分野の当業者が創作しうるすべての変形例及び
代替可能な構成を具現化するように構成されるべきである。
【符号の説明】
【００７４】
１　携帯電子機器
２　表示部
３　操作部
６　通信部
７　レシーバ
８　マイク
９　記憶部
９ａ　制御プログラム
９ｂ　第２の画像データ
９ｃ　加速度データ
９ｚ　設定データ
１０　制御部
１１　スピーカ
１２　撮影部
１５　加速度センサ
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